
 
第１５回講演会のご案内 

【日時】  平成 ３１年 ２月 2４日（日） １３：３０～１7：００ 受付 １３：００より 

【会場】   名古屋第二赤十字病院 研修ホール（３病棟１階） 

【参加費】     500 円 （学生無料：要学生証） 

 

                                                                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共催：愛知＠災害・救急撮影研究会  富士製薬工業株式会社  株式会社島津製作所  

後援：公益社団法人 愛知県診療放射線技師会      

※当日は、日本救急撮影技師認定機構対象研究会 2 日本 X線 CT 専門技師認定機構３ポイントを発行致します。 

17 時 30 分より会費制の情報交換会を予定しておりますので希望者はご参加下さい。 

尚、当日は公共の交通機関をご利用の上ご来場頂きます様お願い致します。（駐車券の用意はありません。） 

「Case Study こんな時どうしますか？」 
１３：３０  開会挨拶：  名古屋第二赤十字病院  小坂 健太  会員 

司会・進行：   愛知医科大学病院   近藤 賢一  会員 

〈共催講演〉 １３：３０～１４：００   

 「MR 富士製薬工業（株）「造影剤の安全性に関する提案事項 ～ESURガイドライン＆Anaphylaxis Program～」 

（株）島津製作所    「FPD 搭載型 回診用Ｘ線撮影装置 MX-8 のご紹介」 

 １４：００～１４:３０ 

〈RtARS（ラース）～急変時対応～ シミュレーションコース紹介 〉  

                          JA 愛知厚生連 海南病院 住田 知隆 会員 

１４：４０～１５:４０ 

〈救急で知っておきたい知識〉  

「知っておこう PCPS/IABP」 

              一宮市立市民病院  臨床工学技士 新田 功児 先生 

「当院における救急カートの薬剤について」 

独立行政法人地域医療機能推進機構 中京病院 薬剤部 主任薬剤師 植村 太志 先生 
  

１５：５０～１７:００ 

〈参加型カンファレンス Case Study こんな時どうしますか？ 〉         

         スマホによる参加型のカンファです。スマホ等をご用意ください 

「どう撮影したら良いですか？」 「何か所見ありました？」 「この画像どう思いますか？」 

など当直医に聞かれ困ったことはありませんか？  あなたはどうしますか？ 

症例１： ３時間前に突然発症した左半身麻痺 

症例２： 頭痛を主訴に Walk-in で来院した頭部 CT 

１７：００ 閉会挨拶：  JA 愛知厚生連 海南病院 住田 知隆 会員 

 

 


